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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｚ
 

Ｐ
ａ
ｒ
ａ
ｄ
ｉ
ｓ
ｅ
 

Ｌ
ｏ
ｓ
ｔ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
７
５
４
５
Ｚ

【
作
者
名
】

　
Λ
Ｋ
Λ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
＝
Ｒ
Ё
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｄ

【
あ
ら
す
じ
】

　
一
度
死
ん
だ
人
間
が
集
め
ら
れ
る
と
い
う
謎
の
黒
い
球
体
、
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｚ
。

今
日
も
死
者
達
が
生
を
求
め
、
戦
い
続
け
る
。

そ
こ
へ
転
送
さ
れ
て
き
た
工
藤
直
人
達
は
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｚ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
巻
き

込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
・
・
・

今
此
処
に
、
生
か
死
を
か
け
た
壮
絶
な
戦
い
が
始
ま
る
の
だ
っ
た
・
・
・

＜
こ
れ
か
ら
登
場
予
定
の
作
品
＞

Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｚ
、
未
来
日
記
、
デ
ュ
ラ
ラ
ラ
！
、
魔
法
少
女
ま
ど
か
☆
マ
ギ
カ
、



2

バ
カ
と
テ
ス
ト
と
召
喚
獣
、
Ｂ
Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
＋
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プ
ロ
ロ
ー
グ
　
～
序
章
～

『
て
ぬ
ぇ
達
の
い
の
さ
わ
、
無
く
な
り
ま
Ｊ
た
。

新
し
い
命
お
、
ど
う
使
お
う
と
、
ワ
タ
ス
の
勝
手
。

と
云
ふ
理
屈
な
わ
け
だ
す
。
』

Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｚ
、
そ
れ
は
一
度
死
ん
だ
者
た
ち
が
再
び
生
を
手
に
す
る
為
に
残
さ

れ
た
最
後
の
砦
。

死
ん
だ
者
達
は
生
を
掴
む
べ
く
、
様
々
な
異
星
人
と
の
戦
い
に
身
を
投
じ
る
事

と
な
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
常
に
死
と
隣
り
合
わ
せ
で
あ
り
、
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｚ
メ
ン
バ
ー
は

日
に
日
に
一
人
、
ま
た
一
人
と
脱
落
し
て
い
く
。

そ
し
て
、
今
宵
も
新
た
な
る
参
加
者
が
現
れ
る
。

リ
ス
ク
を
冒
し
て
で
も
生
を
手
に
す
る
た
め
・
・
・
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プ
ロ
ロ
ー
グ
　
～
序
章
～
（
後
書
き
）

次
回
よ
り
、
第
１
話
が
始
ま
り
ま
す
。
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よ
う
こ
そ
、
死
者
の
ゐ
な
ち
ま
（
笑
）
（
前
書
き
）

『
怪
物
と
闘
う
者
は
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
自
ら
も
、
怪
物
と
化
さ
な
い
よ
う

気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
深
淵
を
こ
ち
ら
が
覗
き
込
む
と
き
、
深
淵
も

ま
た
こ
ち
ら
を
覗
き
込
ん
で
い
る
の
だ
か
ら
』
　
（
善
悪
の
彼
岸
よ
り
抜
粋
）
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よ
う
こ
そ
、
死
者
の
ゐ
な
ち
ま
（
笑
）

ピ
ピ
ピ
ピ
ッ
・
・
ピ
ピ
ピ
ピ
ッ
・
・

「
ク
ソ
ッ
、
ま
た
朝
か
よ
・
・
・
」

俺
は
ベ
ッ
ド
の
上
で
毛
布
に
包
ま
り
な
が
ら
、
独
り
ご
ち
る
。

俺
は
朝
が
嫌
い
だ
。

理
由
は
単
純
。

一
日
が
始
ま
る
と
思
う
と
、
無
償
に
腹
が
立
つ
か
ら
だ
。

俺
に
と
っ
て
の
一
日
は
起
き
て
、
飯
食
っ
て
、
学
校
行
っ
て
、
く
だ
ら
ね
ー
授

業
受
け
て
、
帰
っ
て
く
る
、
そ
ん
だ
け
。

そ
れ
が
延
々
繰
り
返
さ
れ
る
。

そ
ん
な
人
生
送
っ
て
い
く
な
ら
、
い
っ
そ
、
死
に
た
い
。

ど
う
せ
俺
が
死
ん
で
も
誰
も
泣
き
は
し
な
い
の
だ
か
ら
。

自
己
紹
介
が
遅
れ
た
な
。

俺
は
工
藤
直
人
。

ク
ド
ウ
ナ
オ
ト

市
内
の
高
校
に
通
う
、
高
校
２
年
生
だ
・
・

親
は
い
る
。

ク
ズ
の
よ
う
な
親
だ
が
な
・
・

「
さ
っ
さ
と
起
き
な
さ
い
、
こ
の
グ
ズ
！
」

お
袋
が
怒
鳴
る
。

っ
た
く
、
る
っ
せ
ー
ん
だ
よ
、
女
郎
が
よ
ォ
・
・
・

つ
か
、
実
の
母
親
が
実
の
息
子
に
対
し
て
こ
ん
な
事
言
う
か
フ
ツ
ー
。

し
ょ
う
が
ね
ー
か
ら
起
き
て
や
る
。

「
・
・
・
・
・
」

無
言
の
ま
ま
、
黙
々
と
朝
飯
を
食
う
。
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そ
ん
な
俺
に
お
袋
は
冷
た
く
こ
う
言
っ
た
。

「
存
在
も
消
え
れ
ば
良
い
の
に
ね
」

そ
う
、
俺
が
朝
が
嫌
い
な
の
は
こ
れ
も
理
由
だ
。

そ
し
て
学
校
へ
行
く
・
・

退
屈
な
授
業
を
聞
き
流
し
な
が
ら
、
俺
は
外
を
見
る
。

外
は
雲
ひ
と
つ
な
い
快
晴
だ
。

ま
ぁ
、
別
に
晴
れ
よ
う
が
、
雨
が
降
ろ
う
が
つ
ま
ら
ん
こ
の
日
常
は
変
わ
ら
な

い
の
だ
が
。

「
お
い
工
藤
、
工
藤
、
聞
い
て
る
の
か
？
」

目
線
を
教
室
に
戻
す
と
、
国
語
教
師
の
宮
本
が
こ
っ
ち
を
睨
ん
で
い
た
。

「
ヘ
い
ヘ
い
、
サ
ー
セ
ン
、
サ
ー
セ
ン
」

適
当
に
謝
っ
て
お
く
。

「
・
・
・
お
前
は
全
て
に
お
い
て
、
不
真
面
目
す
ぎ
る
ん
だ
！
こ
の
前
の
期
末

だ
っ
て
・
・
・
」

う
る
せ
ー
よ
、
お
前
に
俺
の
何
が
分
か
る
か
・
・
・

そ
し
て
学
校
が
終
わ
り
、
家
路
に
就
く
。

家
が
近
く
に
見
え
た
と
き
・
・
・

「
お
主
、
ナ
オ
、
ナ
オ
か
？
」

後
ろ
か
ら
懐
か
し
い
声
が
し
た
。

振
り
向
く
と
・
・

「
お
お
っ
、
や
は
り
そ
う
じ
ゃ
。
久
し
い
の
う
！
」

そ
こ
に
は
か
つ
て
の
旧
友
が
い
た
。

「
秀
ち
ゃ
ん
！
？
久
し
ぶ
り
だ
な
！
」

彼
は
木
下
秀
吉
。

俺
が
唯
一
心
を
許
せ
る
親
友
だ
。

「
小
学
生
ん
時
以
来
だ
な
」
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「
う
む
。
お
主
も
元
気
そ
う
で
何
よ
り
じ
ゃ
」

「
そ
う
い
や
、
お
前
今
ど
こ
の
学
校
？
」

「
文
月
学
園
じ
ゃ
。
ナ
オ
は
？
」

「
俺
は
篠
原
高
校
。
そ
ん
な
に
良
い
学
校
じ
ゃ
ね
え
け
ど
な
（
笑
）
」

楽
し
く
談
笑
す
る
俺
と
秀
吉
。

す
る
と
・
・
・

「
！
？
あ
れ
は
・
・
」

秀
吉
が
車
道
を
指
差
す
。

そ
こ
に
は
・
・
・
・
・
・
・

酔
っ
払
い
の
オ
ッ
サ
ン
が
倒
れ
こ
ん
で
い
た
。

し
か
も
、
最
悪
な
事
に
、
車
道
の
ど
真
ん
中
で
。

す
る
と
刹
那
、
秀
吉
が
車
道
へ
飛
び
出
そ
う
と
し
た
。

「
っ
て
、
お
い
、
何
や
っ
て
ん
だ
よ
秀
吉
！
？
」

「
何
っ
て
、
決
ま
っ
て
お
ろ
う
が
。
あ
の
人
を
助
け
る
ん
じ
ゃ
！
」

俺
は
他
人
に
任
せ
り
ゃ
い
い
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。

し
か
し
、
あ
た
り
に
人
は
い
な
い
。

チ
ッ
・
・
し
ゃ
ー
ね
ー
！

「
分
か
っ
た
、
俺
も
手
伝
お
う
！
」

「
す
ま
ぬ
、
ナ
オ
！
」

俺
と
秀
吉
は
車
道
へ
飛
び
出
し
た
。

し
か
し
、
次
の
瞬
間
・
・
・

・
・
・
・
・
・
ド
ゴ
ゥ
ッ
・
・
・
・

鈍
い
音
と
共
に
、
身
体
が
宙
を
舞
っ
た
。

身
体
か
ら
鮮
血
が
噴
出
し
、
目
の
前
が
真
っ
暗
に
な
る
。

そ
う
、
俺
の
人
生
は
突
然
終
わ
っ
た
の
だ
。
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そ
し
て
気
が
つ
く
と
、
俺
は
何
故
か
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
床
に
秀
吉
共
々
伸
び
て

い
た
。

「
あ
・
・
・
・
れ
？
」

お
か
し
い
。

俺
は
確
か
に
車
に
轢
か
れ
て
死
ん
だ
は
ず
。

で
も
、
生
き
て
る
・
・
・

「
な
ん
じ
ゃ
、
こ
こ
は
・
・
・
・
・
・
・
」

秀
吉
も
動
揺
し
て
い
る
。

死
ん
だ
は
ず
の
俺
達
、
こ
の
謎
の
部
屋
、
そ
し
て
・
・
・
・
・
・
・
・

「
お
い
、
何
だ
・
・
・
コ
レ
・
・
・
」

目
の
前
に
あ
る
巨
大
な
黒
い
球
状
の
物
体
。

す
る
と
、
そ
の
黒
い
物
体
の
表
面
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
浮
か
び
上
が
る
。

『
よ
う
こ
そ
、
死
者
の
ゐ
な
ち
ま
（
笑
）
』
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よ
う
こ
そ
、
死
者
の
ゐ
な
ち
ま
（
笑
）
（
後
書
き
）

次
回
、
第
２
話
「
行
っ
て
く
だ
ち
い
」
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行
っ
て
下
ち
い

「
「
・
・
・
・
・
・
え
？
」
」
�

死
・
・
・
ん
・
・
・
だ
・
・
・
？
俺
達
が
か
？

じ
ゃ
、
な
ん
で
俺
達
は
生
き
て
い
る
ん
だ
？

俺
の
頭
の
中
を
様
々
な
疑
問
が
よ
ぎ
っ
た
。

す
る
と
物
体
の
表
面
に
新
し
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
浮
か
び
上
が
る
。

『
て
ぬ
ぇ
達
の
い
の
さ
わ
、
無
く
な
り
ま
Ｊ
た
。

新
し
い
命
お
、
ど
う
使
お
う
と
、
ワ
タ
ス
の
勝
手
。

と
云
ふ
理
屈
な
わ
け
だ
す
。
』

「
こ
れ
っ
て
・
・
・
」

「
ど
う
や
ら
、
ワ
シ
ら
は
本
当
に
死
ん
で
い
る
よ
う
じ
ゃ
な
・
・
・
」

そ
ん
な
・
・
・
マ
ジ
か
よ
・
・
・
・
・

し
か
し
、
不
思
議
と
悔
し
く
は
な
か
っ
た
。
（
秀
吉
は
結
構
落
胆
し
て
い
る
が
・

・
・
）

こ
れ
が
死
ぬ
と
い
う
こ
と
な
ら
案
外
安
い
も
ん
だ
。

こ
れ
で
も
う
、
あ
ん
な
親
と
一
緒
に
い
な
く
て
も
良
く
な
っ
た
の
だ
か
ら
。

ク
ソ
つ
ま
ら
な
い
日
常
か
ら
も
解
放
さ
れ
た
の
だ
か
ら
。

「
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
黒
い
球
は
一
体
何
な
ん
じ
ゃ
？
」

秀
吉
は
黒
い
球
を
観
察
し
て
い
る
。

俺
の
見
る
限
り
で
は
鉄
製
の
よ
う
だ
。
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確
か
に
な
ん
だ
ろ
う
か
？

近
く
に
寄
っ
て
球
体
を
爪
で
弾
い
て
み
る
。

コ
ン
ッ
、
コ
ン
ッ
・
・
・
・

冷
た
い
金
属
音
が
響
く
。

や
は
り
、
鉄
製
の
よ
う
だ
。

す
る
と
突
然
・
・
・
・
・
・

「
「
！
？
」
」

黒
い
球
体
の
中
か
ら
、
レ
ー
ザ
ー
ビ
ー
ム
の
様
な
光
線
が
床
に
照
射
さ
れ
始
め

た
の
だ
。

俺
と
秀
吉
は
驚
い
て
球
体
か
ら
飛
び
の
い
た
。

「
マ
ジ
で
・
・
何
な
ん
だ
、
コ
イ
ツ
・
・
・
？
」

し
か
も
、
そ
の
レ
ー
ザ
ー
ビ
ー
ム
は
ど
う
言
う
訳
か
人
型
を
作
り
始
め
た
。

そ
し
て
そ
の
人
型
は
徐
々
に
具
現
化
し
て
い
く
。

ど
う
や
ら
形
か
ら
し
て
女
性
の
よ
う
だ
。

「
ま
さ
か
、
俺
達
も
こ
う
や
っ
て
こ
こ
に
来
た
の
か
？
」

「
そ
の
よ
う
じ
ゃ
の
・
・
・
」

と
か
何
と
か
言
っ
て
い
る
と
、
そ
の
人
型
は
完
全
に
具
現
化
し
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
ア
レ
？

「
コ
イ
ツ
は
・
・
・
・
」

「
ま
さ
か
と
は
思
う
が
、
天
使
・
・
・
・
？
」
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め
・
・
・
め
・
・
・
滅
茶
苦
茶
美
人
じ
ゃ
ね
ー
ー
ー
ー
ー
ー
か
ぁ
ぁ
ぁ
ー
ー
ー

ー
ー
ー
ー
っ
っ
っ
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！

綺
麗
に
整
っ
た
顔
、
縦
ロ
ー
ル
に
ま
と
め
ら
れ
た
金
髪
、
そ
し
て
何
と
い
っ
て

も
・
・
・
・

「
胸
、
デ
カ
す
ぎ
・
・
・
・
」

俺
の
ス
ト
レ
ー
ト
ど
真
ん
中
だ
・
・
・
・

「
・
・
・
・
・
・
お
主
、
鼻
血
を
止
め
ぬ
か
・
・
・
・
・
・
」

秀
吉
が
何
か
横
か
ら
冷
た
い
視
線
を
浴
び
せ
て
く
る
が
気
に
し
な
い
。

に
し
て
も
こ
の
娘
、
な
ん
か
様
子
が
変
だ
。

着
て
い
る
服
は
ビ
リ
ビ
リ
だ
し
、
首
の
部
分
だ
け
不
自
然
に
血
で
赤
く
染
ま
っ

て
い
る
。

し
か
し
、
首
元
に
は
傷
が
無
い
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
ん
・
・
・
」

あ
、
起
き
た
。

「
あ
・
・
・
れ
・
・
・
？
こ
・
・
こ
は
？
」

ど
う
や
ら
彼
女
も
状
況
が
理
解
で
き
て
な
い
ら
し
い
。

ま
、
今
来
た
ば
か
り
だ
し
、
当
た
り
前
と
い
え
ば
そ
う
だ
よ
な
。

「
・
・
・
・
・
あ
れ
、
ま
ど
か
ち
ゃ
ん
は
・
・
・
・
？
」

「
ま
ど
か
？
」

ど
う
や
ら
、
こ
こ
に
来
る
直
前
に
側
に
い
た
子
の
名
前
の
よ
う
だ
。

「
あ
・
・
・
あ
の
さ
・
・
・
」

「
ハ
、
ハ
イ
？
」

「
君
の
名
前
は
？
俺
は
工
藤
直
人
。
」

と
り
あ
え
ず
、
名
前
を
聞
く
事
に
す
る
。
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「
巴
マ
ミ
で
す
・
・
・
」

マ
ミ
、
か
・
・
・
可
愛
い
名
前
・
・
・
っ
て
そ
う
じ
ゃ
な
い
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
。

「
君
は
何
故
こ
こ
に
来
た
の
さ
？
」

「
分
か
ら
な
い
・
・
・
で
も
お
菓
子
に
魔
女
に
首
を
噛
み
千
切
ら
れ
て
・
・
・

気
が
つ
い
た
ら
こ
こ
に
・
・
・
」

「
・
・
・
・
・
・
・
」

う
わ
、
痛
い
子
・
・
・
・

「
あ
、
あ
の
・
・
・
多
分
、
信
じ
て
く
れ
な
い
と
は
思
い
ま
す
け
ど
・
・
・
・
」

「
い
や
、
あ
り
得
な
く
は
な
い
の
・
・
」

と
秀
吉
。

・
・
・
・
・
・
え
！
？
何
で
！
？

「
考
え
て
み
れ
ば
、
ワ
シ
ら
は
車
に
轢
か
れ
た
の
に
生
き
て
い
る
し
、
そ
れ
な

ら
ま
だ
し
も
瞬
間
移
動
ま
で
し
て
い
る
で
は
な
い
か
？
普
通
で
は
あ
り
得
な
い

よ
う
な
事
が
二
度
も
起
き
て
い
る
の
じ
ゃ
。
」

確
か
に
・
・
・
言
わ
れ
て
み
れ
ば
・
・
・
・
・
・
・

事
実
、
俺
達
は
車
に
轢
か
れ
て
も
生
き
て
い
る
。

し
か
も
、
知
ら
な
い
う
ち
に
こ
の
部
屋
に
来
て
い
た
・
・
・
・
・
・

な
ら
、
こ
の
子
の
言
う
、
お
菓
子
の
魔
女
と
や
ら
も
い
る
の
か
も
・
・
・
・

「
そ
う
か
も
な
・
・
・
・
・
・
・
」

「
そ
う
い
う
こ
と
じ
ゃ
。
諦
め
て
現
実
を
認
め
よ
う
、
ナ
オ
・
・
・
・
」

「
あ
の
・
・
・
お
二
人
と
も
、
死
ん
で
る
ん
で
す
か
？
」

「
あ
あ
、
ど
う
や
ら
そ
う
い
う
事
ら
し
い
」

「
そ
う
で
す
か
・
・
・
・
・
・
」

落
胆
す
る
俺
達
。
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す
る
と
・
・
・
・

ぁ
あ
あ
あ
あ
あ
ー
ー
ー
ー
ー
た
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ー
ー
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ
ら
し
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ

あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
さ
が
き
た
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ

い
き
な
り
妙
な
Ｂ
Ｇ
Ｍ
が
流
れ
始
め
る
。

「
！
？
今
度
は
何
じ
ゃ
・
・
・
」

「
・
・
・
・
ラ
ジ
オ
体
・
・
・
操
・
・
・
？
」

す
る
と
、
ま
た
新
し
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
球
状
の
表
面
に
浮
か
び
上
が
る
。

『
て
ぬ
ぇ
達
わ
、
こ
の
お
方
お
、
倒
Ｊ
に
行
っ
て
下
ち
い

野
球
星
人
・
・
・
特
徴
：
よ
わ
い
、
ウ
ゼ
ぇ

　
　
　
　
　
　
　
好
き
な
物
：
女
、
野
球

　
　
　
　
　
　
　
く
さ
ぐ
せ
：
し
ゃ
は
は
は
』
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行
っ
て
下
ち
い
（
後
書
き
）

次
回
、
第
３
話
「
人
間
ぢ
ゃ
ね
ぇ
」
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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